
令和８年９月吉日 

ＳＴＳフォーラム支援京都実行委員会 

事務局：（公財）京都文化交流コンベンションビューロー 

 

 

科学技術と人間の未来に関する国際フォーラム（ＳＴＳフォーラム） 

公開シンポジウムについて 

 

１ 開催趣旨 

科学技術と人間の未来に関する国際フォーラム（ＳＴＳフォーラム）が１０月４日（日）より、国立京都国際会館で開催さ

れる機会を捉え、開催意義、開催テーマについて、次世代を担う学生の皆様に広く周知することを目的として、ＳＴＳフ

ォーラム登壇者をお招きし、高校生・大学生などを対象としたシンポジウムを開催いたします。 

本年は、医師として臨床現場で課題を発見し、AI・テクノロジーを活用してその解決に挑戦する株式会社

GramEye 代表取締役CEO 平岡 悠氏を講師にお迎えします。 

医療、AI、起業、グローバル展開などをテーマに、専門分野の枠を越えて社会課題の解決に挑戦することの意

義や、これからの時代を担う若い世代に求められる視点について講演いただくとともに、より一層コミュニケーショ

ンを図るため、ワークショップを実施いたします。 

将来のキャリア形成、社会課題へのかかわり方について考える、またとない機会となりますので、多くの生徒・学

生の方々のご参加をお待ちしています。 

 

２ 開催概要 

日 時 ： 令和８年１０月２日（金）１９：００～２０：３０（予定） 

場 所 ： 京都経済センター６階 会議室 BC 

主 催 ： 科学技術と人間の未来に関する国際フォーラム（ＳＴＳフォーラム）京都支援実行委員会 

演 題 ： AIで世界は変えられる？ 学生から変えられる未来（仮） 

登壇者 : 株式会社 GramEye 代表取締役 CEO 平岡悠氏 

対 象 ： 生徒・学生（４０名程度） 

参加費 : 無料 

申 込 ： URLまたはQRコードより、お申し込みください。   （URL）https://forms.gle/5apqKumHKMz1cWEN8   
 

 

３ 登壇者略歴 
 

氏名：平岡 悠（ひらおか ゆう） 

臨床現場を起点に世界的な医療課題の解決を目指す日本の医療機器企業、株式会社

GramEye の代表取締役 CEO。主力製品「Mycrium」は、グラム染色の自動化・標準化と

画像 AI による微生物検査を実現し、人材不足や診断の遅延といった課題に対応する

ことで、適時・適切な抗菌薬使用を支援している。 

医師（M.D.）としての臨床経験を基に GramEye を創業し、現在は日本国内での事業

拡大と米国市場への展開を牽引している。感染症診断、人工知能、ならびに世界共通

の課題である薬剤耐性（AMR）を主な活動領域としている。 

 

本件に関する連絡先：ＳＴＳフォーラム支援京都実行委員会 事務局：（公財）京都文化交流コンベンションビューロー  

TEL:075-708-3239 e-mail：sts2026@hellokcb.or.jp 

時   間 内   容 登 壇 者 

19:00-19:05 (5 分) 開会挨拶 調整中 

19:05-19:45 (45 分) 

基調講演Ⅰ ＆ 質疑応答 

講演：AIで世界は変えられる？  

学生から変えられる未来（仮） 

平岡 悠氏 

19:50-20:25(35分) ワークショップ 平岡 悠氏 

20:30 閉会 調整中 


